
1 開　　会

　(事務局)

　
2 委員長あいさつ

　(事務局)

　(委員長)

3 議長の選出

　(事務局)

4 議題

⑴ 資源物の価格につい
て
　(委員長)

　(事務局)

　
　(委員長)

　

　それでは、議事に入ります。
  議題(1)資源物の価格改定について、事務局から説明をお願いします。

資源物の改定価格案について、資料１で説明
１ 価格案について
　品目毎の経済動向による相場価格を基に、売却額から経費を除いた額に
なるように調整額を用いて算出した額である。アルミは日刊市况通信価格
に調整額１０円を上乗せ、鉄は東京製鐵購入価格から調整額２８円を差引
く。紙類は、日本経済新聞相場から２円差引く。古布は前回と同じ０円。
生きびんは現状のまま。

　ただ今の事務局の説明について、意見や質問などがありましたら発言を
お願いします。

【アルミ類】
委員
　原油価格が上昇しているため、価格にも反映してほしい。
委員
　人件費が上昇しているため、価格にも反映してほしい。
委員
　運搬費が上昇しているため、価格にも反映してほしい。
委員
　他委員の発言と同じ。車両単価も上昇している。
【鉄類】
委員
　アルミ類と同じ。
委員
　アルミ類と同じ。
委員
　アルミ類と同じ。
委員
　アルミ類と同じ。

　それでは、委員長よりごあいさつをお願いします。

【あいさつ】
　皆様お忙しい中、お集まりいただきありがとうございます。皆様方にお
かれましては、常日頃より松本市の環境衛生に尽力いただき、誠にありが
とうございます。この場をおかりし、厚く御礼申し上げます。
　社会情勢が安定せず、原油価格も高騰している中ではありますが、本日
は十分ご検討いただき、適正な価格が決定されるようお願い申し上げ、あ
いさつといたします。

　次に、議長を選出したいと存じます。価格協議委員会設置要綱第５条の
規程により、議長は委員長が務めることとなっていますので、委員会の進
行につきまして、委員長にお願いします。
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項目及び発言者 内　　　　　　　　　容

　定刻となりましたので、これより令和７年度第２回松本市有価資源物価
格協議委員会を開催します。
　本日はお忙しいところ、ご出席いただきありがとうございます。
　



項目及び発言者 内　　　　　　　　　容

　

　

　(委員長)  

　(委員長)

　(委員長)

⑵
その他
　会長

　　(委員)

　(事務局)

　(会長)

5 閉会

　(事務局)

　価格改定については、委員会をもって決定します。今後は、社会状況に
応じて、状況の聞き取り調査・委員会の開催を検討します。

　アルミを２８円引き上げて２３９円、
　鉄を２円引き上げて１３円、
　その他のものは据え置きで、
　新聞は、５.５円
　雑誌は、２円
　段ボールは、４.５円
　古布は、０円
　一升びんは、４円
　ビールびん大は、５円
　ビールびん中と小は、４円
　ジュースびんは、５円
　でよろしいでしょうか。

　　　　　（委員の承認）
　ありがとうございました。

　以上、価格について決定いただきましたが、適用の期日については、４
月１日からの回収分でよろしいでしょうか。

　　　　　（委員の承認）

　委員長、ありがとうございました。
　
　それでは、以上を持ちまして令和７年度第２回有価資源物価格協議委員
会を閉会いたします。みなさま、ありがとうございました。

　社会情勢や物価高騰に応じた価格転嫁をスムーズに行ってほしい

　その他ないようですので、司会を事務局へお返ししたいと思います。会
のスムーズな進行にご協力をいただきまして、ありがとうございました。

　その他、何かございますでしょうか。

【紙類】
委員
　紙の価格変動はなし。回収量は減少している。
委員
　問題なし。
委員
　金属同様、人件費等の価格反映を考慮していほしい。
委員
　問題なし。
委員
　問題なし。
【古布】
委員
　問題なし。
委員
　問題なし。
委員
　問題なし。
委員
　問題なし。
委員
　問題なし。
【びん類】
委員
　問題なし。
委員
　問題なし。

　今回意見のあったアルミと鉄類に関して、人件費等の経費高騰の背景を
考慮し、調整額を、アルミが２円減額して８円上乗せ、鉄が２円減額して
３０円差し引くこととしたいと思います。


